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一日平均 延べ数
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一日平均 延べ数

診療科別患者数

　※ 内科は、一般内科，循環器科，消化器内科を含む。
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夜間，昼間 合計（夜間+昼間）

救急車搬入 救急外来からの入院

ヘリ搬送

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

27年 28年 29年 30年 31年

合計

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

27年 28年 29年 30年 31年

夜間

昼間

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

27年 28年 29年 30年 31年
0

200

400

600

800

1,000

27年 28年 29年 30年 31年

件

0

10

20

30

40

50

60

70

27年 28年 29年 30年 31年

外科

手術件数 (件)

153 152 99 140

平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年
62 58 54 72
25 20 19 21
2 7 0 2
64 67 26 45

153 152 99 140

12 (1) 7 12 (1) 8
1 （1） 0 2 1 (1)
1 0 0 0

15 （6） 19 (10) 5 (3) 25 (10)
1 （1） 5 (1) 3 (1) 8 (3)
3 1 3 2
1 1 0 0
0 0 0 0
13 （13） 10 (10) 7 (7) 6 (6)
2 3 0 0

15 （15） 8 (8) 14 (13) 9 (7)

0 0 0 0

12 （4） 21 24 (11) 31 (16)
1 1 1 1
1 0 0 0
0 1 0 2 (1)

0 0 0 0
0 0 1 5

18 17 11 1
46 50 26 44

0 0 0 0
0 0 0 0
0 1 0 1
0 0 0 0
0 0 0 0

卵巣茎捻転 2 0 0 0
（　）は鏡視下手術
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Ｈ31年度外科手術

全身麻酔
病名 術式 件数
鼡径ヘルニア 腹腔鏡下鼠径ﾍﾙﾆｱ手術(両側) 14
鼡径ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術5.鼠径ﾍﾙﾆｱ 12
胆嚢結石症、胆石性胆のう炎 腹腔鏡下胆嚢摘出術 8
虫垂炎 腹腔鏡下虫垂切除術 7
鼡径ヘルニア、膵体部癌 腹腔鏡下試験開腹術 3
Ｓ状結腸癌、直腸癌、回盲部癌 腹腔鏡下人工肛門造設術 3
乳癌、乳腺腫瘤 乳房切除術 2
大腸捻転症・結腸閉塞、絞扼性イレウス 腸閉塞症手術(結腸切除)(半側切除) 2
大腿ヘルニア嵌頓、絞扼性イレウス 小腸切除術1.悪性腫瘍手術以外 2
横行結腸癌、回盲部癌 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 2
乳癌 2.乳房部分切除術 1
腹壁瘢痕ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術1.腹壁瘢痕ﾍﾙﾆｱ 1
臍ヘルニア嵌頓 ﾍﾙﾆｱ手術3.臍ﾍﾙﾆｱ 1
大腿ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術6.大腿ﾍﾙﾆｱ 1
残胃癌・総胆管結石 胃全摘術2.悪性腫瘍手術 1
急性呼吸窮迫症候群・急性肺炎 気管切開術 1
自然気胸 胸腔鏡下試験開胸術 1
自然気胸 胸腔鏡下肺切除術(肺嚢胞.楔状部) 1
直腸癌の術後 人工肛門閉鎖術2.腸管切除を伴うもの 1
胆管癌 胆管悪性腫瘍手術 1
腹壁瘢痕ヘルニア 腹腔鏡下ヘルニア手術 1
胃穿孔・胃穿孔 腹腔鏡下胃､ 十二指腸潰瘍穿孔縫合 1
胃癌 腹腔鏡下胃切除術2.悪性腫瘍手術 1
上腸間膜動脈瘤 腹腔鏡下小腸切除術 1
子宮頚管妊娠 卵管全摘除術(両側)2.腹腔鏡による 1
膵腫瘍 膵体尾部腫瘍切除術1.膵尾側切除術 1

全身麻酔+硬膜外麻酔
病名 術式 件数
結腸癌 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 5
結腸癌 結腸切除術 4
直腸癌 腹腔鏡下直腸切除･切断術 2
胆嚢結石症、胆石性胆のう炎 胆嚢摘出術 2
胃癌、胆管癌 試験開腹術 2
肝癌 肝切除術 1
膵神経内分泌腫瘍 膵体尾部腫瘍切除術(脾温存) 1
胃体部癌 噴門側胃切除術2.悪性腫瘍切除術 1
急性胆石性胆のう炎 腹腔鏡下胆嚢摘出術 1
外傷性腹腔内出血 小腸切除術1.悪性腫瘍手術以外 1

局所麻酔
病名 術式 件数
各種がん 抗悪性腫瘍剤動脈持続注入用植込型カテーテル設置 16
各種がん、憩室炎等 中心静脈注射用カテーテル挿入 15
各種がん、カテーテル感染症 抗悪性腫瘍剤ｶﾃ抜去（創傷処置） 4
憩室炎 四肢中心静脈栄養用埋込型ｶﾃｰﾃﾙ設置 2
皮下膿瘍 皮膚切開術 2
鼡径ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術5.鼠径ﾍﾙﾆｱ（脊椎麻酔） 1
リンパ腫 ﾘﾝﾊﾟ節摘出術1.長径3cm未満 1
左側輪状後部癌 気管切開術 1
穿孔性Ｓ状結腸癌・人工肛門造設後、イレウス 人工肛門形成術2.その他のもの 1
アテローム 皮膚､皮下腫瘍摘出術(露外) 1

整形外科

上肢骨折 下肢骨折 合計

     ◇ 上肢骨折 ■ 下肢骨折 ▲ 人工関節
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H31年度整形外科手術

全身麻酔
病名 術式 件数
各種骨折 骨折観血的手術 118
変形性膝関節症・変形性股関節症 人工関節置換術 30
腰部脊柱管狭窄症 椎弓切除術 23
大腿骨頚部骨折 人工骨頭挿入術 21
各種骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術 21
手根管症候群 手根管開放手術 19
ばね指 腱鞘切開術(関節鏡下含む) 17
各種骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術 12
腰部脊柱管狭窄症・胸骨骨折 脊椎固定術 10
裂創、創部離解等 創傷処理 9
椎間板ヘルニア 椎間板摘出術 8
腫瘍、脂肪腫 皮膚､皮下腫瘍摘出術 6
下腿動脈閉塞症、骨壊死等 四肢切断術 6
外側・内側半月板損傷 半月板縫合術 4
肩腱板断裂・損傷 関節鏡下肩腱板断裂手術 4
アキレス腱断裂 ｱｷﾚｽ腱断裂手術 4
開放骨折、皮膚潰瘍 断端形成術 3
偽関節 偽関節手術 3
遠位端骨折、高原骨折 関節内骨折観血的手術 3
腱損傷、伸筋腱脱臼 腱縫合術 2
外側・内側半月板損傷 半月板切除術 2
靭帯損傷 靭帯断裂縫合術 2
肘部管症候群 神経剥離術 2
変形性手関節症 関節形成手術 2
関節滑膜炎 関節滑膜切除術 2
肘部管症候群 腱移行術 1
術後感染症 皮膚切開術 1
膝関節内側側副靱帯断裂 靭帯断裂形成手術 1
橈骨遠位端開放骨折 骨折非観血的整復術 1
下腿コンパートメント症候群 筋膜切開術 1
感染性手掌腫瘤 筋肉内異物摘出術 1
人工股関節脱臼 関節脱臼非観血的整復術 1
足関節蜂窩織炎 滑液膜摘出術 1
脛骨骨幹部開放骨折 下腿骨創外固定 1
下腿コンパートメント症候群 ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ 1



Ｈ31年度外科手術

全身麻酔
病名 術式 件数
鼡径ヘルニア 腹腔鏡下鼠径ﾍﾙﾆｱ手術(両側) 14
鼡径ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術5.鼠径ﾍﾙﾆｱ 12
胆嚢結石症、胆石性胆のう炎 腹腔鏡下胆嚢摘出術 8
虫垂炎 腹腔鏡下虫垂切除術 7
鼡径ヘルニア、膵体部癌 腹腔鏡下試験開腹術 3
Ｓ状結腸癌、直腸癌、回盲部癌 腹腔鏡下人工肛門造設術 3
乳癌、乳腺腫瘤 乳房切除術 2
大腸捻転症・結腸閉塞、絞扼性イレウス 腸閉塞症手術(結腸切除)(半側切除) 2
大腿ヘルニア嵌頓、絞扼性イレウス 小腸切除術1.悪性腫瘍手術以外 2
横行結腸癌、回盲部癌 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 2
乳癌 2.乳房部分切除術 1
腹壁瘢痕ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術1.腹壁瘢痕ﾍﾙﾆｱ 1
臍ヘルニア嵌頓 ﾍﾙﾆｱ手術3.臍ﾍﾙﾆｱ 1
大腿ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術6.大腿ﾍﾙﾆｱ 1
残胃癌・総胆管結石 胃全摘術2.悪性腫瘍手術 1
急性呼吸窮迫症候群・急性肺炎 気管切開術 1
自然気胸 胸腔鏡下試験開胸術 1
自然気胸 胸腔鏡下肺切除術(肺嚢胞.楔状部) 1
直腸癌の術後 人工肛門閉鎖術2.腸管切除を伴うもの 1
胆管癌 胆管悪性腫瘍手術 1
腹壁瘢痕ヘルニア 腹腔鏡下ヘルニア手術 1
胃穿孔・胃穿孔 腹腔鏡下胃､ 十二指腸潰瘍穿孔縫合 1
胃癌 腹腔鏡下胃切除術2.悪性腫瘍手術 1
上腸間膜動脈瘤 腹腔鏡下小腸切除術 1
子宮頚管妊娠 卵管全摘除術(両側)2.腹腔鏡による 1
膵腫瘍 膵体尾部腫瘍切除術1.膵尾側切除術 1

全身麻酔+硬膜外麻酔
病名 術式 件数
結腸癌 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 5
結腸癌 結腸切除術 4
直腸癌 腹腔鏡下直腸切除･切断術 2
胆嚢結石症、胆石性胆のう炎 胆嚢摘出術 2
胃癌、胆管癌 試験開腹術 2
肝癌 肝切除術 1
膵神経内分泌腫瘍 膵体尾部腫瘍切除術(脾温存) 1
胃体部癌 噴門側胃切除術2.悪性腫瘍切除術 1
急性胆石性胆のう炎 腹腔鏡下胆嚢摘出術 1
外傷性腹腔内出血 小腸切除術1.悪性腫瘍手術以外 1

局所麻酔
病名 術式 件数
各種がん 抗悪性腫瘍剤動脈持続注入用植込型カテーテル設置 16
各種がん、憩室炎等 中心静脈注射用カテーテル挿入 15
各種がん、カテーテル感染症 抗悪性腫瘍剤ｶﾃ抜去（創傷処置） 4
憩室炎 四肢中心静脈栄養用埋込型ｶﾃｰﾃﾙ設置 2
皮下膿瘍 皮膚切開術 2
鼡径ヘルニア ﾍﾙﾆｱ手術5.鼠径ﾍﾙﾆｱ（脊椎麻酔） 1
リンパ腫 ﾘﾝﾊﾟ節摘出術1.長径3cm未満 1
左側輪状後部癌 気管切開術 1
穿孔性Ｓ状結腸癌・人工肛門造設後、イレウス 人工肛門形成術2.その他のもの 1
アテローム 皮膚､皮下腫瘍摘出術(露外) 1

整形外科

上肢骨折 下肢骨折 合計
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H31年度整形外科手術

全身麻酔
病名 術式 件数
各種骨折 骨折観血的手術 118
変形性膝関節症・変形性股関節症 人工関節置換術 30
腰部脊柱管狭窄症 椎弓切除術 23
大腿骨頚部骨折 人工骨頭挿入術 21
各種骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術 21
手根管症候群 手根管開放手術 19
ばね指 腱鞘切開術(関節鏡下含む) 17
各種骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術 12
腰部脊柱管狭窄症・胸骨骨折 脊椎固定術 10
裂創、創部離解等 創傷処理 9
椎間板ヘルニア 椎間板摘出術 8
腫瘍、脂肪腫 皮膚､皮下腫瘍摘出術 6
下腿動脈閉塞症、骨壊死等 四肢切断術 6
外側・内側半月板損傷 半月板縫合術 4
肩腱板断裂・損傷 関節鏡下肩腱板断裂手術 4
アキレス腱断裂 ｱｷﾚｽ腱断裂手術 4
開放骨折、皮膚潰瘍 断端形成術 3
偽関節 偽関節手術 3
遠位端骨折、高原骨折 関節内骨折観血的手術 3
腱損傷、伸筋腱脱臼 腱縫合術 2
外側・内側半月板損傷 半月板切除術 2
靭帯損傷 靭帯断裂縫合術 2
肘部管症候群 神経剥離術 2
変形性手関節症 関節形成手術 2
関節滑膜炎 関節滑膜切除術 2
肘部管症候群 腱移行術 1
術後感染症 皮膚切開術 1
膝関節内側側副靱帯断裂 靭帯断裂形成手術 1
橈骨遠位端開放骨折 骨折非観血的整復術 1
下腿コンパートメント症候群 筋膜切開術 1
感染性手掌腫瘤 筋肉内異物摘出術 1
人工股関節脱臼 関節脱臼非観血的整復術 1
足関節蜂窩織炎 滑液膜摘出術 1
脛骨骨幹部開放骨折 下腿骨創外固定 1
下腿コンパートメント症候群 ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ 1



腰椎麻酔
病名 術式 件数
大腿骨転子部骨折、大腿骨頚部骨折 骨折観血的手術1.大腿 5
アキレス腱断裂 ｱｷﾚｽ腱断裂手術 1
腓骨遠位端骨折 骨折観血的手術2.下腿 1
膝蓋骨骨折 骨折観血的手術3.膝蓋骨 1
大腿骨転子部骨折 骨内異物(挿入物)除去術2.大腿 1
大腿骨頚部骨折 人工骨頭挿入術1.股 1

その他（脊椎麻酔、上肢伝達麻酔、局所麻酔等）
病名 術式 件数
橈骨遠位端骨折 骨折観血的手術2.前腕 13
手根管症候群 手根管開放手術 8
示指ばね指 腱鞘切開術(関節鏡下含む)(指) 7
第５中手骨骨折 骨折観血的手術3.指 4
長母指伸筋腱断裂 腱縫合術 3
大腿骨顆部骨折 骨折観血的手術1.大腿 2
母指開放骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術(指)[刻 2
手指損傷・示指末節骨開放骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術3.手 2
橈骨遠位端骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術3.前腕 2
歯突起骨折 体外式脊椎固定術 2
小指切断 断端形成術(骨形成を要するもの) 2
足底異物 皮膚切開術1.長径10cm未満 2
母指腱断裂 腱縫合術(指) 2
手術創離開 皮膚切開術1.長径10cm未満 1
第３趾壊死 四肢切断術3.指(手､足) 1
肘頭骨折 骨折観血的手術1.上腕 1
示指開放骨折 骨折観血的手術3.手(舟状骨を除く) 1
母趾基節骨骨折 骨折観血的手術3.足 1
趾関節脱臼 骨折経皮的鋼線刺入固定術3.足 1
母指蜂窩織炎 骨掻爬術3.手 1
脛骨骨幹部骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術3.下腿 1
鎖骨骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術4.鎖骨 1
第５中足骨骨折 骨内異物(挿入物)除去術4.足 1
上背部軟部腫瘍・頸部軟部腫瘍 四肢･躯幹軟部腫瘍摘出術1.躯幹 1
第３趾皮膚潰瘍 四肢切断術3.指(手､足) 1
手背皮下血腫 創傷処置(100cm2未満) 1
前腕挫滅創 創傷処理(筋肉､臓器に達する)(長径 1
肘挫滅創 創傷処理3：臓器に達する10㎝以上 1
粉瘤 皮膚､皮下腫瘍摘出術(露外)3-6cm未 1
慢性硬膜下血腫 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 1

循環器科

（件）

21 21 15 18 15

138 138 118 74 64

26 26 5 37 18

27 27 16 9 47

28 28 30 23 0

240 240 184 161 144

消化器内科　

（件）
上部消化管 下部消化管 ERCP 計

27年 1,682 710 27 2,419
28年 1,783 768 39 2,590
29年 1,648 604 41 2,293
30年 1,610 597 46 2,253
31年 1,513 598 47 2,158

上部消化管・下部消化管 　　　　ERCP

0

20

40

60

80

100

120

140

160

27年 28年 29年 30年 31年

心臓ｶﾃｰﾃﾙ検査

ｼｬﾝﾄ造影・PTA

■ 経皮的冠動脈形成術
● ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植・交換術
○ シャント造設術

0

50

100

150

200

250

300

27年 28年 29年 30年 31年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

27年 28年 29年 30年 31年

上部

下部

計

0

10

20

30

40

50

27年 28年 29年 30年 31年



腰椎麻酔
病名 術式 件数
大腿骨転子部骨折、大腿骨頚部骨折 骨折観血的手術1.大腿 5
アキレス腱断裂 ｱｷﾚｽ腱断裂手術 1
腓骨遠位端骨折 骨折観血的手術2.下腿 1
膝蓋骨骨折 骨折観血的手術3.膝蓋骨 1
大腿骨転子部骨折 骨内異物(挿入物)除去術2.大腿 1
大腿骨頚部骨折 人工骨頭挿入術1.股 1

その他（脊椎麻酔、上肢伝達麻酔、局所麻酔等）
病名 術式 件数
橈骨遠位端骨折 骨折観血的手術2.前腕 13
手根管症候群 手根管開放手術 8
示指ばね指 腱鞘切開術(関節鏡下含む)(指) 7
第５中手骨骨折 骨折観血的手術3.指 4
長母指伸筋腱断裂 腱縫合術 3
大腿骨顆部骨折 骨折観血的手術1.大腿 2
母指開放骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術(指)[刻 2
手指損傷・示指末節骨開放骨折 骨折経皮的鋼線刺入固定術3.手 2
橈骨遠位端骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術3.前腕 2
歯突起骨折 体外式脊椎固定術 2
小指切断 断端形成術(骨形成を要するもの) 2
足底異物 皮膚切開術1.長径10cm未満 2
母指腱断裂 腱縫合術(指) 2
手術創離開 皮膚切開術1.長径10cm未満 1
第３趾壊死 四肢切断術3.指(手､足) 1
肘頭骨折 骨折観血的手術1.上腕 1
示指開放骨折 骨折観血的手術3.手(舟状骨を除く) 1
母趾基節骨骨折 骨折観血的手術3.足 1
趾関節脱臼 骨折経皮的鋼線刺入固定術3.足 1
母指蜂窩織炎 骨掻爬術3.手 1
脛骨骨幹部骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術3.下腿 1
鎖骨骨折の術後 骨内異物(挿入物)除去術4.鎖骨 1
第５中足骨骨折 骨内異物(挿入物)除去術4.足 1
上背部軟部腫瘍・頸部軟部腫瘍 四肢･躯幹軟部腫瘍摘出術1.躯幹 1
第３趾皮膚潰瘍 四肢切断術3.指(手､足) 1
手背皮下血腫 創傷処置(100cm2未満) 1
前腕挫滅創 創傷処理(筋肉､臓器に達する)(長径 1
肘挫滅創 創傷処理3：臓器に達する10㎝以上 1
粉瘤 皮膚､皮下腫瘍摘出術(露外)3-6cm未 1
慢性硬膜下血腫 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術 1

循環器科

（件）

21 21 15 18 15

138 138 118 74 64

26 26 5 37 18

27 27 16 9 47

28 28 30 23 0

240 240 184 161 144

消化器内科　

（件）
上部消化管 下部消化管 ERCP 計

27年 1,682 710 27 2,419
28年 1,783 768 39 2,590
29年 1,648 604 41 2,293
30年 1,610 597 46 2,253
31年 1,513 598 47 2,158

上部消化管・下部消化管 　　　　ERCP
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脳神経外科

手術件数
27年 28年 29年 30年 31年

開頭術 脳腫瘍

脳動脈瘤 クリッピング（破裂）

クリッピング（未破裂）

血管吻合術

開頭血腫除去術 脳内血腫

硬膜下血腫

硬膜外血腫

穿頭術 硬膜下血（水）腫洗浄術

脳室ドレナージ

その他

短絡術 脳室腹腔シャント

その他

定位脳手術 定位的血腫吸引術

頭蓋骨形成術

血管内手術 脳動脈瘤（コイル塞栓術）

血管形成術（ステント）

その他

合　計

手　術　項　目

眼科

（件）

白内障

手術件数（合計）

小児科

件数

　日本脳炎ワクチン

　ヒブワクチン

　小児肺炎球菌ワクチン

　合　計

B型肝炎ワクチン

ワクチン名

　ＭＲワクチン

水痘ワクチン

　二種混合ワクチン

　四種混合ワクチン
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件



脳神経外科

手術件数
27年 28年 29年 30年 31年

開頭術 脳腫瘍

脳動脈瘤 クリッピング（破裂）

クリッピング（未破裂）

血管吻合術

開頭血腫除去術 脳内血腫

硬膜下血腫

硬膜外血腫

穿頭術 硬膜下血（水）腫洗浄術

脳室ドレナージ

その他

短絡術 脳室腹腔シャント

その他

定位脳手術 定位的血腫吸引術

頭蓋骨形成術

血管内手術 脳動脈瘤（コイル塞栓術）

血管形成術（ステント）

その他

合　計

手　術　項　目

眼科

（件）

白内障

手術件数（合計）

小児科

件数

　日本脳炎ワクチン

　ヒブワクチン

　小児肺炎球菌ワクチン

　合　計

B型肝炎ワクチン

ワクチン名

　ＭＲワクチン

水痘ワクチン
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維持血液透析登録患者数 血液透析数

持続的血液濾過透析 その他の血液浄化法

高気圧酸素療法
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※ 訪問リハビリ件数：24年までは、医療保険件数のみ。25年から医療保険件数 + 介護保険件数に変更。

※廃用症候群は2016年改定により新設。27年までは脳血管に含まれる。

※訪問リハビリは平成29年度から訪問看護ステーション「野の花」へ移行。医療保険のみ表記。
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検体検査 外注検査，輸血

生理検査部門

心エコー 腹部エコー 心電図
ホルター
心電図

脳波
血圧脈波
（ABI）

眼底カメラ 肺機能 聴力

27年 1,679 844 8,689 189 48 286 95 754 1,632
28年 1,833 940 9,210 218 31 350 91 899 700
29年 2,207 911 9,232 230 36 292 99 826 717
30年 1,855 999 8,676 205 34 207 163 897 649
31年 1,832 1,063 8,465 184 41 220 136 997 617

超音波検査 心電図

その他の検査（脳波,血圧脈波,眼底） その他の検査（肺機能,聴力）

年度
超音波検査 心電図 その他の検査
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一般撮影，その他

一般撮影 乳房撮影，骨塩定量，透視室，アンギオ室
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ＭＲ検査

ＣＴ検査 ＭＲ検査

画像診断件数

1815 1868 1821 2211 2026
161 597 947 572 973
1976 2465 2768 2768 2999

*院外：遠隔画像診断のことです。
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（件）

経口食（普通食，軟食，特別食） 経管食

経口食（流動食） 栄養指導
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★5大がん別件数

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 合計
胃がん 17 18 39 17 28 119
大腸がん 16 27 27 34 32 136
肺がん 6 17 18 20 22 83
乳がん 6 5 5 5 7 28
肝がん 0 2 1 4 6 13
その他 11 50 48 73 73 255
合計 56 119 138 153 168 634

5大がん以外（現時点で調査中）
2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 合計

舌がん 0 2 1 0 1 4
咽頭がん 0 2 2 1 0 5
食道がん 5 5 5 5 7 27
胆嚢胆管がん 4 6 5 6 4 25
十二指腸がん 0 0 0 0 1 1
膵臓がん 0 2 9 10 9 30
副鼻腔がん 0 0 1 0 0 1
喉頭がん 0 1 0 0 1 2
皮膚がん 2 11 7 8 11 39
子宮頚癌 0 0 1 1 1 3
悪性軟部腫瘍 0 1 0 0 0 1
前立腺がん 0 12 11 15 16 54
精巣がん 0 0 1 0 0 1
膀胱がん 0 4 2 3 4 13
甲状腺がん 0 1 0 1 0 2
脳腫瘍 0 1 1 0 0 2
リンパ節 0 0 2 12 3 17
白血病 0 1 0 4 8 13
副腎 0 1 0 0 0 1
合計 11 50 48 66 66 241

年 年 年 年 年

件数 ５大がん別件数
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その他
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２階（外科・脳神経外科・整形外科・その他）　　　　　　　３西（内科・眼科・小児科・その他）　　　３東（27年1月より地域包括ケア病棟）
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平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成229年平成30年
ドクヘリ 14 20 24 28 40 45
自衛・防災 4 6 6 13 12 13
合計 18 26 30 41 52 58
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紹介先科別
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

脳神経外科 1 4 6 13 10 10
整形外科 3 5 7 6 5 1
外科 2 5 4 2 2 2
循環器内科 6 7 6 9 10 15
小児科 2 3 1 8 3 3
呼吸器内科 2 0 2 1 0 3
消化器内科 0 1 1 1 0 1
婦人科 0 0 1 0 0 0
泌尿器科 0 0 1 0 1 5
耳鼻科 0 0 1 1 1 1
神経内科 1 0 0 0 0 5
形成外科 1 0 0 0 1 0
救急センター 0 0 0 0 7 5
呼吸器外科 0 0 0 0 1 0
精神科 0 0 0 0 1 0
血管外科 0 0 0 0 8 4
血液内科 0 0 0 0 0 2
内科 0 0 0 0 2 1
麻酔科 0 1 0 0 0 0
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紹介病院別
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

鹿児島大学 1 10 7 7 10 10
鹿児島市立病院 6 2 5 15 19 20
今給黎病院 3 1 7 6 3 6
中央病院 5 6 4 7 12 14
鹿児島医療センター 2 0 3 2 3 6
米盛病院 0 2 2 2 3 2
厚地脳神経 0 3 0 2 2 0
今村病院 0 1 2 0 0 0
川内医師会 1 0 0 0 0 0
厚生連病院 0 1 0 0 0 0
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令和元年 リハビリテーション室現地施設見学会を開催して 
                    リハビリテーション室 部長 早川亜津子 
 
＜はじめに＞ 
 当院の療法士の 7 割は島外出身者です。離島のリハビリテーション医療に従事したいと

考える療法士や、療法士の卵に当院のことを知ってもらうために、現地施設見学会を開催

しています。 
 また、種子島の病院へ大切な子どもさんを就職させるご家族様に、少しでも安心して当

院を選んでいただけるようにと、ご家族様も参加可能な回も企画しました。 
 
＜対象者＞ 
 令和 2 年度、理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科の養成校卒業予定者または、

有資格者。 
 
＜開催日と参加者数＞ 

 開催日 時間 参加者 
第 1 回 7 月 21 日 9 時 30 分～14 時 30 分 1 名 
第 2 回 10 月 26 日 9 時 30 分～14 時 30 分 6 名 

  
＜内容＞ 
 パワーポイントを使用し概要紹介 

実際にリハビリテーション室にて療法士の治療場面を見学 
ランチ交流会 
院内施設見学 
病院周辺案内 

 
＜結果＞ 
 上記、施設見学会では 7 名の療法士の卵たちの参加があった。そのうち、3 名の参加者が

採用面接を受験するに至った。 
また、上記見学会以外で個別での施設見学も受け入れを行っており、7 名の見学者を受け入

れた。そのうち、3 名が採用面接を受験するに至った。 
 その結果、理学療法士 3 名、作業療法士 4 名、言語聴覚士 2 名、計 9 名の療法士が入職

した。 
 

＜今後の展望＞ 
 種子島の病院を知りたい、実際に見てみたいと思っていても、移動が不安である方が多
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